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中期経営目標
中期経営計画2026
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新市場新製品 新組織
1 2 3

新価値創造



新製品を創る-ＧＡＢＡ、ニューモ、デルマＱ2に続くヒット製品
中期経営計画2026

33

(1) 研究開発
① 新規素材の開発

ワインセラミド、リピスマート、シアロ糖鎖、エッグプラセンタ、卵殻膜ペプチド

② 新用途、効果の開発

脳機能カクテル理論ドリンク、モリンガ、Wellmune、バナファイン、コラーゲン卵殻膜ペプチド

③ 次世代抗体、リプロタイト

肺・肝臓繊維症、関節リウマチ、骨再生

(2) 商品開発
① Scalp & Skin分野

医薬部外品有効成分化、発毛剤、シワ改善、エッグプラセンタ、ELLEブランド

② 医薬品通販

③ オーラルケア分野

施策



次世代抗体をバイオファウンドリで生産
中期経営計画2026 新製品を創る
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Avian Lead Antibody gene

ロボティクス
を活用した実験の高速化

Ｘ

デジタル
を活用したシミュレーション

病原分子
抗体

次世代抗体

バイスペシフィック抗体など

関連技術を保有するベンチャー

とのアライアンスを協議中



新市場を創る-新たな豊かさ、健康の市場
中期経営計画2026
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(1) ブランド強化
ファーマギャバ、ニューモ、アラジンテクノロジー、ファーマフーズ、ＰＦＩ

(2) 海外市場
① アメリカ・・ＧＲＡＳ取得
② 中国・・・・越境ＥＣ、オフライン、ＭＬＭ
③ 東南アジア・越境ＥＣ、ＨＡＬＡＬ取得

(3) 国内市場
通販ビジネス深耕化 - 80万人のD2Cプラットフォーム上で新製品・サービス

(4) 営業部 B to B からB to C へ指向
PFIブランドの製品をドラッグストア、コンビニ流通網へ

(5) SDGsへの取り組み：未利用資源のアップサイクル市場を創る

（卵殻・膜、ごま、ワイン澱、青バナナ）

(6) 健康サポート機器、医療機器

（健康器具、美顔器、測定機器、補聴器）

施策



ファーマギャバの「FDA GRAS」取得を目指す
中期経営計画2026 新市場を創る

6
Gras：米国食品医薬品局(FDA)による「Generally Recognized as Safe」としての認証

Self GRAS

目標現在

FDA GRAS

対象：サプリメント 対象：一般食品、飲料

「FDA GRAS」取得が、アメリカの大手食品・飲料メーカーの採用へとつながり、

アメリカ市場が急拡大する



未利用資源のアップサイクル
中期経営計画2026 新市場を創る
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GABA

乳酸菌発酵エキス由来
機能性表示食品対応素材

HAS-II

鶏足由来の
軟骨基質産生促進素材

酵母由来の美白素材

バナファイン

未利用のバナナ由来の
免疫賦活化素材

リピスマート

セレプロン

セラミノール

未利用のワイン澱
由来の美容素材

オリ

未利用のゴマ由来の
脂質吸収阻害素材



天然物からの新価値創造技術を農業へ
中期経営計画2026 新市場を創る
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・植物の生育に重要な窒素源
・システインが豊富

アミノ酸／窒素源

・植物の病害対策が期待

病害虫予防
カルシウム源

・根の生育や 病害虫の耐性を促す

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

4月29日 5月14日 5月26日

糖
度
（

B
ri

x
％
）

GABA 無処理

大塚化学(株) 栽培研究センターとの共同研究



新組織を創る -新製品、新市場を創造する人材/組織
中期経営計画2026
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(1) 組織、人事、採用
① 安心して働ける給与水準、成長するためのインセンティブ
② Ｍ＆Ａ、新規事業企画等プロジェクトチーム
③ 高スキル人材・組織（AI、センサー、顧客分析、生体情報分析）

(2) Global Solution Team(GST)
① 幹部育成と登用
② 海外製造、海外営業の拠点を構築

(3) M&A、アライアンスを積極的に実施

手元現金と融資枠を活用し、新製品、新市場に関連する売上100億円規模企業も視野に

明治薬品㈱を2021.8.31完全子会社化 Global Solution Team

施策



M&A、アライアンス
中期経営計画2026 新組織を創る
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2021年3月 三洋化成工業(株)
▶資本業務提携（約２億円）
化粧品、アグリニュートリション、医薬品等の研究開発及び販売の
連携

2021年7月 ロート製薬(株)
▶資本業務提携（約６億円）

ヘルス＆ビューティケア及び食分野の製品開発、生産、販売の連携
（海外での素材生産基地）

2021年8月 明治薬品(株)
▶完全子会社化（約23億円）

製造、ドラッグストア販路等の経営資源を活用
（医薬品、機能性食品の製造と全国ドラッグストア販路）

2021年8月 (株)アイ・ブレインサイエンス
▶第３者割当増資の引受（６千万円）

認知機能低下の早期発見及びその改善のための機能性食品素材の組
み合わせ（センシング技術と機能性食品の組み合わせ）

2021年9月 三洋化成工業(株)
▶アグリ・ニュートリション基本計画（約2億円）

三洋化成の界面制御技術及び当社の発酵抽出技術の融合により、バ
イオスティミュラントを活用した新たなペプチド農業を確立

新価値創造に寄与するM&A及びアライアンスを果敢に実行していく

最近のM&A、アライアンス



数値目標
中期経営計画2026
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新価値創造に取り組み、５年後売上高1,000億円を目指す

467

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25 FY26

売上高目標

1,000
億円超

コミットメント

売上高成長率20％
当社グループは規模の拡大による成長性を重視しております。
新規事業やM&Aを通じて、2026年７月期までの売上高年平均成長率20％以上を実現します。

総還元性向 20％
研究開発、広告宣伝及びM&A等に対する積極的な投資を拡大させながら、株主様に対する還
元策として配当等を積極的に充実させていきます。この方針の下、自己株式取得を含む総還
元性向20％を株主還元策の目安としております。

利益水準の考え方

営業利益率 10％
2026年７月期までは、大胆にリスクをとりながら規模の拡大を目指してまいります。平均的
に10％の営業利益率が確保できる体制を目指してまいりますが、単年度における利益率が低
下することを恐れず事業展開を行います。

総還元性向

営業利益率



売上高の構成イメージ
中期経営計画2026
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新価値創造に取り組み、５年後売上高1,000億円を目指す

467

FY21 FY22 FY23 FY24 FY25 FY26

売上高目標

1,000
億円超

既存事業の成長

700億円

５年後の売上高構成イメージ

新価値創造

300億円

アグリ

化成品

創薬新規導出

越境EC

自社ブランド製品

OEM・ODM

医薬品通販

化粧品モール販売

健康機器


